
 

 

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 大分大学 
設置者名 国立大学法人大分大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

教育福祉科学部 

学校教育課程 

情報社会文化課程 

人間福祉科学課程 

夜 ・

通信 
39 0 0 39 13  

教育学部 

学校教員養成課程

小学校教育コース 

夜 ・

通信 
39 104 

0 143 13  

学校教員養成課程

特別支援教育コース 

夜 ・

通信 
2 145 13  

経済学部 

経済学科 

経営システム学科 

地域システム学科 

社会イノベーション学科 

夜 ・

通信 
41 50 0 91 13  

医学部 

医学科 
夜 ・

通信 
0 0 86 86 19  

看護学科 
夜 ・

通信 
29 0 99 128 13  

工学部 

機械・エネルギーシステム工学科  

電気電子工学科 

知能情報システム工学科 

応用化学科 

福祉環境工学科 

夜 ・

通信 
27 0 0 27 13  

理工学部 

創生工学科 

機械コース 

夜 ・

通信 

35 

 
2 

27 64 13  

創生工学科 

電気電子コース 

夜 ・

通信 
4 41 13  

創生工学科 

福祉メカトロニクスコース 

夜 ・

通信 
3 40 13  

創生工学科 

建築学コース 

夜 ・

通信 
27.5 64.5 13  

共創理工学科 

数理科学コース 

夜 ・

通信 
31 68 13  



 

 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

共創理工学科 

知能情報システムコース 

夜 ・

通信 
31 42 75 13  

共創理工学科 

自然科学コース 

夜 ・

通信 
35 6 43 13  

共創理工学科 

応用化学コース 

夜 ・

通信 
33 8 43 13  

福祉健康科学部 

福祉健康科学科 

理学療法コース 

夜 ・

通信 

39 16 

9 64 13  

福祉健康科学科 

社会福祉実践コース 

夜 ・

通信 
4 59 13  

福祉健康科学科 

心理学コース 

夜 ・

通信 
4 59 13  

（備考） 

・教育福祉科学部は 2016 年度に学生募集停止し，教育学部に名称変更。 

・工学部は 2017 年度に学生募集停止。 

・理工学部は 2017 年度に設置。 

・福祉健康科学部は 2016 年度に設置。 

 
 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.oita-u.ac.jp/tokuho/kyoikujyoho.html 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 

（困難である理由） 

 

 
  



 

 

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 大分大学 
設置者名 国立大学法人大分大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

https://www.oita-u.ac.jp/13joho/johokokai/hojnjoho-soshiki.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常勤 
（前職） 

東京大学研究推進部長 

2019.4.1 

～ 

2019.9.30 

理事（総務・財務・

広報担当）として学

長を補佐する。 

常勤 

（前職） 

大分県副知事，立命館ア

ジア太平洋大学特別招

聘教授等 

2017.10.1

～

2019.9.30 

理事（法務・コンプ

ライアンス担当）と

して学長を補佐す

る。 

（備考） 

 

 
  



 

 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 大分大学 

設置者名 国立大学法人大分大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

シラバスは，『シラバス作成の手引』をもとに，担当教員が開講の前年度中に作成（記

載内容：授業の概要，具体的な到達目標，授業の内容，アクティブ・ラーニング，そ

の他の工夫，時間外学修の内容と時間の目安，教科書，参考書，成績評価の方法及び

評価割合，注意事項，備考，担当教員の実務経験の有無，教員の実務経験，教員以外

で指導に関わる実務経験者の有無，教員以外の指導に関わる実務経験者，実務経験を

いかした教育内容）し，当該年度当初に，学生に対しては教務情報システム，冊子等

で周知を行い，一般への公表はホームページへの掲載により行っている。 

 

『シラバス作成の手引 2019 年度版』 
https://www.he.oita-u.ac.jp/wp-content/uploads/2018/09/syllabusguide20190125.pdf 

授業計画書の公表方法 https://www.oita-u.ac.jp/tokuho/kyoikujyoho.html 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 成績評価及び単位認定の基準については，学生に対して入学時に配布する履修の手

引き（履修案内）等で周知するとともに，ホームページに公表（https://www.oita-u.a

c.jp/tokuho/kyoikujyoho.html）している。 

 各授業科目の学修成果の評価方法については，シラバスに記載した「成績評価の方

法及び評価割合」に基づき実施している。 

 成績評価分布の適切性については，教養教育科目については高等教育開発センター

において，専門教育科目については各学部において，適切性の検証を行い，全学の教

務部門会議において確認を行っている。 

 

・平成 29年度以降入学生の成績評価及び単位認定の基準 

https://www.oita-u.ac.jp/000030550.pdf 
・平成 28年度入学生の成績評価及び単位認定の基準 

https://www.oita-u.ac.jp/000027761.pdf 
・平成 27年度以前入学生の成績評価及び単位認定の基準 

https://www.oita-u.ac.jp/000026114.pdf 



 

 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 本学では，成績評価の客観的な指標としてＧＰＡ（Grade Point Average）を導入し

ている。平成 29年度以降入学生のグレードポイントは，Ｓ（望ましい基準を大きく超

えている。）：４，Ａ（望ましい基準を超えている。）：３，Ｂ（望ましい基準に達

している。）：２，Ｃ（最低限の基準に達している。）：１，Ｆ+（基準を下回る。）：

０，Ｆ（基準を大きく下回る。受講を放棄した。）と定めている。科目ごとに「当該

科目で得た GP」と「その科目の単位数」の積により「取得点」を算出し，当該学期の

「取得点の合計」を当該学期の「履修登録した単位数の合計」で除して「学期 GPA」

を算出し，「各学期で得た取得点の合計の総和」を「各学期で履修登録した単位数の

合計の総和」で除して「累積 GPA」を算出する方法をとっており，担当教員が教務情

報システムに登録した各科目の成績をもとに，教務情報システムを利用して計算をし

ている。学生の学期 GPA 及び累積 GPA は，教務情報システムから抽出することができ，

成績の分布状況の把握を行っている。 

 

 ・平成 29 年度以降入学生 GP https://www.oita-u.ac.jp/000030550.pdf 

 ・平成 28 年度入学生の GP https://www.oita-u.ac.jp/000027761.pdf 

 ・平成 27 年度以前入学生の GP https://www.oita-u.ac.jp/000026114.pdf 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
http://www.kyomu.oita-u.ac.jp/kyomu/GPA.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

大学全体及び各学部の「卒業認定・学位授与の方針（DP：ディプロマ・ポリシー）」を

策定し，履修の手引き（履修案内），教務情報システム等で学生に周知するとともに，

ホームページで公表している。 

 大学全体の卒業認定・学位授与の方針は，以下のように定めている。 

大分大学では，教育の目標として「広い視野と深い教養を備え，豊かな人間性

と高い倫理観を有する人材」，「ゆるぎない基礎学力と高度の専門知識を修得し，

創造性と応用力に富んだ人材」，「高い学習意欲を持ち，たゆまぬ探究心と総合的

な判断力を身につけ，広く世界で活躍できる人材」の育成を掲げています。この

教育目標を踏まえ，本学では学士課程を通じて以下の資質や能力を修得した学生

に学位を授与します。 

１．専門的知識・技能の活用 (Application of Expert Knowledge and Skills) 

専門分野に関する基礎的な知識や技能を横断的・総合的に活用することが

できる。 

２．コミュニケーション能力 (Written and Oral Communication Skills) 

日本語や外国語を用いて，自らの意見を文章および口頭で論理的に表現で

きるとともに，他者の意見を傾聴することによって，多様な人たちと円滑に

相互理解を図ることができる。 

３．創造的問題解決力 (Creative Problem Solving Skills) 

個人または他者との協働で，課題を発見し，批判的思考法を用いた創造的

解決策の提案，解決への取り組みを行うことができる。 

４．社会的責務と倫理 (Social Responsibility and Ethical Reasoning)  

社会のルールや規範に則り，自らの良心と良識に従って行動することがで

きる｡ 

５．地域発展・人類福祉への貢献 (Contribution to Regional Development and 



 

 

Human Welfare) 

インクルーシブな視点を持ち，多様な文化・価値観を尊重しつつ，社会に

おける自己の責任と使命を認識して，地域の発展と人類福祉の向上のために

行動することができる。 

６．生涯学習力 (Lifelong Learning Skills) 

 学ぶべき内容を自ら把握して目標を設定し，高い学習意欲と探究心を持っ

て主体的に学修することができる。 

  

 卒業の認定は，「卒業認定・学位授与の方針」に基づき，各学部で定め事前に学生に

提示している「卒業に必要な最低修得単位」を修得しているか等を各学部教授会にお

いて確認し，認定している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.oita-u.ac.jp/tokuho/kyoikujyoho.html 

 

  



 

 

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 大分大学 

設置者名 国立大学法人大分大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.oita-

u.ac.jp/13joho/johokokai/hojnjoho-zaimu.html 

収支計算書又は損益計算書 https://www.oita-

u.ac.jp/13joho/johokokai/hojnjoho-zaimu.html 
財産目録 － 

事業報告書 https://www.oita-

u.ac.jp/13joho/johokokai/hojnjoho-zaimu.html 

監事による監査報告（書） https://www.oita-

u.ac.jp/13joho/johokokai/hojnjoho-hyoka.html 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.oita-u.ac.jp/13joho/johokokai/joho-jikohyoka.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：http://www.oita-u.ac.jp/13joho/johokokai/hojnjoho-hyoka.html 

 

  



 

 

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 教育学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.oita-u.ac.jp/tokuho/kyoikukenkyu_mokuteki.html#edu1） 

（概要） 

地域の学校教育の発展のため，教育に関する専門的な知識･技能を学校現場の中で創造

的･総合的に活用し，新たな学びや地域の教育課題に適切に対応できる実践的指導力を備え

た小学校教員，特別支援学校教員の養成を行います。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.oita-u.ac.jp/tokuho/kyoikujyoho.html） 

（概要） 

大学全体及び各学部の「卒業認定・学位授与の方針（DP：ディプロマ・ポリシー）」を

策定し，履修の手引き（履修案内），教務情報システム等で学生に周知するとともに，ホ

ームページで公表している。 

  大学全体の卒業認定・学位授与の方針は，以下のように定めている。 

大分大学では，教育の目標として「広い視野と深い教養を備え，豊かな人間性と高い

倫理観を有する人材」，「ゆるぎない基礎学力と高度の専門知識を修得し，創造性と応

用力に富んだ人材」，「高い学習意欲を持ち，たゆまぬ探究心と総合的な判断力を身に

つけ，広く世界で活躍できる人材」の育成を掲げています。この教育目標を踏まえ，本

学では学士課程を通じて以下の資質や能力を修得した学生に学位を授与します。 

１．専門的知識・技能の活用 (Application of Expert Knowledge and Skills) 

専門分野に関する基礎的な知識や技能を横断的・総合的に活用することができる。 

２．コミュニケーション能力 (Written and Oral Communication Skills) 

日本語や外国語を用いて，自らの意見を文章および口頭で論理的に表現できるとと

もに，他者の意見を傾聴することによって，多様な人たちと円滑に相互理解を図る

ことができる。 

３．創造的問題解決力 (Creative Problem Solving Skills) 

個人または他者との協働で，課題を発見し，批判的思考法を用いた創造的解決策の

提案，解決への取り組みを行うことができる。 

４．社会的責務と倫理 (Social Responsibility and Ethical Reasoning)  

社会のルールや規範に則り，自らの良心と良識に従って行動することができる｡ 

５．地域発展・人類福祉への貢献 (Contribution to Regional Development and Human 

Welfare) 

インクルーシブな視点を持ち，多様な文化・価値観を尊重しつつ，社会における

自己の責任と使命を認識して，地域の発展と人類福祉の向上のために行動すること

ができる。 

６．生涯学習力 (Lifelong Learning Skills) 

    学ぶべき内容を自ら把握して目標を設定し，高い学習意欲と探究心を持って主体

的に学修することができる。 

  

卒業の認定は，「卒業認定・学位授与の方針」に基づき，各学部で定め事前に学生に

提示している「卒業に必要な最低修得単位」を修得しているか等を各学部教授会におい

て確認し，認定している。 

  

 

 



 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.oita-u.ac.jp/tokuho/curriculumpolicy_edu.html） 

（概要） 

１．資質の高い教員の養成を目指し，「教養教育科目」（全学共通科目，外国語科目）と

「専門教育科目」（課程共通科目，初等教育教科に関する科目，基本教職に関する科目，

教育展開科目，特別支援教育に関する科目，特別支援教育コース展開科目，幼稚園教諭

免許に関する科目，中学校教諭免許に関する科目，教育支援科目，卒業論文に関する科

目）によって編成する。 

２．「専門教育科目」のうち，「基本教職に関する科目」，「教育展開科目」では，教員と

して求められる基礎的資質，知識・技能及び学校を取り巻く地域の教育課題への意識を

涵養する。あわせて教育現場の観察や体験の充実により，教師としての自覚を形成する

とともに，子ども理解と適切な指導や必要な支援を行うことができる力の充実を図る。 

３．理論と実践の往還を通しての学びができるよう，「教育展開科目」の中に「教員養成

コア科目」を設定し，順次性のある体系的な教育課程にする。 

４．「初等教育教科に関する科目」，「特別支援教育に関する科目」，「基本教職に関する

科目」，「中学校教諭免許に関する科目」等では，教科内容の理解，学級づくり・授業

づくりや，ICT を活用した教育の方法・技術の獲得を図る。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.oita-u.ac.jp/000042025.pdf） 

（概要） 

 ＜基本理念＞ 

地域の学校教育の発展のため，教育に関する専門的な知識・技能を学校現場の中で創造

的・総合的 に活用し，新たな学びや地域の教育課題に適切に対応できる実践的指導力を備

えた小学校教員，特別 支援学校教員の養成を行うことです。 

 

 

学部等名 経済学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.oita-u.ac.jp/tokuho/kyoikukenkyu_mokuteki.html#edu1） 

（概要） 

経済学，経営学を中心にして，社会科学の諸分野について，基礎から応用・実践に至る

まで幅広く学修することを通じ，経済社会の動向を的確に把握し，社会の中核を支える人

材を養成することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.oita-u.ac.jp/tokuho/kyoikujyoho.html） 

（概要） 

大学全体及び各学部の「卒業認定・学位授与の方針（DP：ディプロマ・ポリシー）」を

策定し，履修の手引き（履修案内），教務情報システム等で学生に周知するとともに，ホ

ームページで公表している。 

 大学全体の卒業認定・学位授与の方針は，以下のように定めている。 

大分大学では，教育の目標として「広い視野と深い教養を備え，豊かな人間性と高い

倫理観を有する人材」，「ゆるぎない基礎学力と高度の専門知識を修得し，創造性と応

用力に富んだ人材」，「高い学習意欲を持ち，たゆまぬ探究心と総合的な判断力を身に

つけ，広く世界で活躍できる人材」の育成を掲げています。この教育目標を踏まえ，本

学では学士課程を通じて以下の資質や能力を修得した学生に学位を授与します。 

１．専門的知識・技能の活用 (Application of Expert Knowledge and Skills) 

専門分野に関する基礎的な知識や技能を横断的・総合的に活用することができ

る。 

２．コミュニケーション能力 (Written and Oral Communication Skills) 

日本語や外国語を用いて，自らの意見を文章および口頭で論理的に表現できると



 

 

ともに，他者の意見を傾聴することによって，多様な人たちと円滑に相互理解を図

ることができる。 

３．創造的問題解決力 (Creative Problem Solving Skills) 

個人または他者との協働で，課題を発見し，批判的思考法を用いた創造的解決策

の提案，解決への取り組みを行うことができる。 

４．社会的責務と倫理 (Social Responsibility and Ethical Reasoning)  

社会のルールや規範に則り，自らの良心と良識に従って行動することができ

る｡ 

５．地域発展・人類福祉への貢献 (Contribution to Regional Development and Human 

Welfare) 

インクルーシブな視点を持ち，多様な文化・価値観を尊重しつつ，社会における

自己の責任と使命を認識して，地域の発展と人類福祉の向上のために行動すること

ができる。 

６．生涯学習力 (Lifelong Learning Skills) 

学ぶべき内容を自ら把握して目標を設定し，高い学習意欲と探究心を持って主体

的に学修することができる。 

  

卒業の認定は，「卒業認定・学位授与の方針」に基づき，各学部で定め事前に学生に提

示している「卒業に必要な最低修得単位」を修得しているか等を各学部教授会において確

認し，認定している。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.oita-u.ac.jp/13joho/curriculumpolicy_keizai.html） 

（概要） 

１．専門性を発揮する基盤となる幅広い教養力を身につけるための科目や，国際化・情報

化に対応した能力育成のための科目を置く。 

２．学科配属は２年次とし，初年次向けの専門基礎科目や，学科の専門学習の土台となる

学科基盤科目を含む主専門科目，および他学科の開講科目のうち所属学科での学習に関

連性が強い科目を副専門科目として置く。 

３．専門基礎科目と専門教育科目の橋渡しを行う専門教育セミナー科目，および分析力・

思考力・表現力を高める少人数の演習・卒業論文科目を必修とする。 

４．実社会での経験豊かな社会人による講義科目や，国際通用性・地域課題探求能力等を

高める科目など，学科を超えた幅広い学習を行う学部共通科目を置く。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.oita-u.ac.jp/000042023.pdf） 

（概要） 

 ＜基本理念＞ 

 本学部は，経済学，経営学を中心にしながら社会科学の諸分野について，基礎から応用・

実践に至るまで幅広く学習することを通じて，経済社会の動向を的確に把握し，社会の中

核を支える人材を養成することをめざしています。 

 こうした人たちが今日の高度化・複雑化する社会に柔軟に対応しながら，各方面で真価を

発揮するためには，基礎的能力が不可欠です。こうした能力を身につけることは，社会や

経済の変化に対する適応力を高めるとともに，創造性を発揮するうえでの基盤になると考

えています。また，実社会で活躍するうえで求められる実践力を身につけるためにも基礎

的能力が重要です。そこで，学生の基礎的 能力を高めることを本学部の教育目的とします。    

この目的を達成するために基礎学力を伸ばすことのできる多様な授業，カリキュラムを

編成するとともに，少人数教育に基づいたきめ細かな指導によって，論理力，表現力，開

かれたコミュニケーション能力や共生する力を有する人材を養成します。同時に，国際化，

情報化などに対応できる能力も育成します。 

 

 

 

 



 

 

学部等名 医学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.oita-u.ac.jp/tokuho/kyoikukenkyu_mokuteki.html#edu1） 

（概要） 

医と看護に関する最新の学術を教授・研究し，高度の医学及び看護学の知識と技術並び

にそれらの本義を見失わない道徳観と，それを支える豊かな教養を身につけた臨床医及び

医学研究者並びに看護職者及び看護学研究者を育成し，もって医学及び看護学の進歩，国

民健康の維持増進，さらに医療，保健を中心に地域住民の福祉に貢献することを使命とす

る。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.oita-u.ac.jp/13joho/diplomapolicy_igaku.html） 

（概要） 

＜医学科＞ 

１．専門的知識・技能の活用 

疾病に関する基礎的・臨床的知識を身につけ、疾病予防や診断、治療方法の改善、原因

や病態の解明・向上に貢献できる。 

２．コミュニケーション能力 

コミュニケーション能力と協調性並びに指導力を備え、チーム医療の実践ができる。 

３．創造的問題解決力 

科学的根拠に基づいた論理的思考と科学的に実証する方法論を身につけている。 

４．社会的責務と倫理 

幅広い教養と高い倫理観・責任感を備え、個人の生命や健康、権利、尊厳を守り全人的

医療が行える。 

５．地域発展・人類福祉への貢献 

広い視野から医療や保健・福祉の問題を理解し、地域社会はもとより国際的にも活躍、

貢献できる。 

６．生涯学習力 

問題発見・解決型の効果的な自学自習の習慣を実践でき、最新の医学知識や技術を習得

するための生涯学習能力を備える。 

＜看護学科＞ 

１．専門的知識と技能の活用 

 看護学と関連諸科学の知識を基盤に，人間を身体的・精神的・社会的存在として統合的 

に理解した看護実践を展開できる。また，修得した看護基本技術を看護実践に適確に実 

施し，対象との援助関係を発展させることができる。 

２．コミュニケーション能力 

 看護の対象となる人に対して，個人の権利と多様な価値観を認め，それを基盤とした人 

間関係を発展させることができる。また，保健・医療・福祉チームにおいて各々の専門 

性を尊重し，連携・協働することができる。 

３．創造的問題解決力 

専門職として看護現象を科学的にとらえ，問題解決思考を用いて科学的・系統的な看護 

実践を展開する。この看護実践を通して，看護の本質を探究することができる。 

４．社会的責務と倫理 

 看護専門職に必要な社会的責務を自覚し，常に人間の生命や尊厳を尊重し，一人ひとり 

にとってより良い看護を考え実践することができる。 

５．地域発展・人類福祉への貢献 

 国内外の各地で生じている健康問題・課題に関心を持ち，解決のための方策を考えるこ 

とができる。 

６．生涯学習力 

看護専門職としての自己能力を適切・妥当に評価し，必要な学習に自ら取り組むことが 

できる。また，他の学問領域との交流を深める中で，看護学を発展させるための課題を 

見いだすことができる。 



 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.oita-u.ac.jp/tokuho/curriculumpolicy_med.html） 

（概要） 

＜医学科＞ 

１．「教養教育」では，医師としての基本的な教養や倫理観，豊かな人間性を育てる。国

際的にも活躍できるよう 6年間継続した医学英語教育を実施する。 

２．「専門教育」では，「医学教育モデル・コア・カリキュラム」を完全実施出来るカリキ

ュラムを構築する。「基礎医学」では医学に必要な基礎的知識と技能を身に付け，「臓

器別コース」では基礎と臨床を機能別に統合した力リキュラムを導入し，問題解決型学

習法（PBL，チュートリアル教育）や，チーム基盤型学習（TBL）を取り入れ，問題解決

能力や自己学習習慣の習得を図る。 

３．「研究室配属」では，本学あるいは国内外の研究施設で研究に従事し，科学的論理的

思考やリサーチマインドを涵養する。 

４．「臨床実習前導入教育」では，臨床実習にとって必要な診察手技，診断学などの講義・

実習を行い，学習によって到達した知識，技能を医療系大学間共用試験（CBT，OSCE）で

検証した上で，総括的評価に合格した学生が臨床実習に参画できることとする。 

５．「臨床実習」では，診療参加型実習（クリニカル・クラークシップ）を実施する。さら

に，地域医療に貢献する能力を身につけることを目的とした地域医療学実習，救急車同

乗実習を行う。 

＜看護学科＞ 

１．「教養教育科目」，「専門基礎科目」及び「専門教育科目」（看護学全般，統合分野・

看護研究，臨地実習）による編成とし，早い時期から看護学に触れる機会を提供するた

め，1 年次から 4 年次までくさび型に配置する。また，学生の多様な興味と関心にそえ

るように選択科目を多く設ける。 

２．「教養教育科目」では，人間の生命の尊重・人権の尊重・人間の理解などを通して人

間的成長を促す。 

３．「専門基礎科目」は「専門教育科目」へ発展するための基盤となるものであるため，

看護学の主要概念である人間，健康，環境に関する知識の習得を図る。 

４．「専門教育科目」では，講義，演習，実習などの学習過程を通して，看護の理論と実

践を有機的に統合し専門職としての基礎教育を行い，看護実践能力の基盤となる知識・

技術の習得を図る。 

５．「臨地実習」では，教室で学んだことを臨地で確かめ， 理論と実践をつなげていける

ように，1 年次から 4 年次まで学習過程に合わせて段階的に配置し，看護実践の能力を

育成する。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.oita-u.ac.jp/000042142.pdf） 

（概要） 

 ＜基本理念＞ 

医と看護に関する最新の学術を教育・研究し，高度の医学及び看護学の知識並びに技術，

そしてこ れらを支える高い倫理観と豊かな教養・人間性を備えた医師或いは看護師・保健

師，更には医学，看 護学研究者を養成し，これら学問の進歩，国民の健康の維持増進，医

療・保健を中心に地域や国際社 会の福祉に寄与することが基本理念です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

学部等名 理工学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.oita-u.ac.jp/tokuho/kyoikukenkyu_mokuteki.html#edu1） 

（概要） 

本学部は，工学と理学を融合し，自らの課題を探求する高い学習意欲と柔軟な思考力を

有し，国際基準を満たすゆるぎない基礎学力と高い専門知識を備えるとともに，豊かな人

間性と高い倫理観を有する人材を養成する。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.oita-u.ac.jp/tokuho/kyoikujyoho.html） 

（概要） 

大学全体及び各学部の「卒業認定・学位授与の方針（DP：ディプロマ・ポリシー）」を

策定し，履修の手引き（履修案内），教務情報システム等で学生に周知するとともに，ホ

ームページで公表している。 

大学全体の卒業認定・学位授与の方針は，以下のように定めている。 

大分大学では，教育の目標として「広い視野と深い教養を備え，豊かな人間性と高い

倫理観を有する人材」，「ゆるぎない基礎学力と高度の専門知識を修得し，創造性と応

用力に富んだ人材」，「高い学習意欲を持ち，たゆまぬ探究心と総合的な判断力を身に

つけ，広く世界で活躍できる人材」の育成を掲げています。この教育目標を踏まえ，本

学では学士課程を通じて以下の資質や能力を修得した学生に学位を授与します。 

１．専門的知識・技能の活用 (Application of Expert Knowledge and Skills) 

専門分野に関する基礎的な知識や技能を横断的・総合的に活用することができ

る。 

２．コミュニケーション能力 (Written and Oral Communication Skills) 

日本語や外国語を用いて，自らの意見を文章および口頭で論理的に表現できると

ともに，他者の意見を傾聴することによって，多様な人たちと円滑に相互理解を図

ることができる。 

３．創造的問題解決力 (Creative Problem Solving Skills) 

個人または他者との協働で，課題を発見し，批判的思考法を用いた創造的解決策

の提案，解決への取り組みを行うことができる。 

４．社会的責務と倫理 (Social Responsibility and Ethical Reasoning)  

社会のルールや規範に則り，自らの良心と良識に従って行動することができる｡ 

５．地域発展・人類福祉への貢献 (Contribution to Regional Development and Human 

Welfare) 

インクルーシブな視点を持ち，多様な文化・価値観を尊重しつつ，社会における

自己の責任と使命を認識して，地域の発展と人類福祉の向上のために行動すること

ができる。 

６．生涯学習力 (Lifelong Learning Skills) 

学ぶべき内容を自ら把握して目標を設定し，高い学習意欲と探究心を持って主体

的に学修することができる。 

  

卒業の認定は，「卒業認定・学位授与の方針」に基づき，各学部で定め事前に学生に提

示している「卒業に必要な最低修得単位」を修得しているか等を各学部教授会において確

認し，認定している。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.oita-u.ac.jp/tokuho/curriculumpolicy_eug.html） 

（概要） 

１．「教養教育科目」の履修を通じて，地域創生への理解を深めるとともに，幅広い教養

と社会性および国際性を修得できる。知的財産，情報セキュリティを修得できる。 

２．「理工学基礎教育科目」の履修を通じて，理学および工学の基礎や技術と理工学分野

との結びつきを修得できる。 



 

 

３．「理工学展開科目」の履修を通じて，理工学の基礎と応用を修得できる。さらに，理

工学分野における他分野の専門性を広く理解するとともに，異分野間の課題解決のため

の複合的知識と技能を修得できる。 

４．「コース横断専門科目」の履修を通じて，理工学の共通分野を理解するとともに，地

域ニーズに対応した分野において，高い専門知識と技能を修得できる。 

５．「専門科目」の履修を通じて，それぞれの専門分野の専門性を理解するとともに，国

際基準を満たす高い専門知識と技能，研究方法を修得できる。また，自ら問題を発見し，

それを解決する論理的思考力と高い倫理観を修得できる。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.oita-u.ac.jp/000042031.pdf） 

（概要） 

 ＜基本理念＞ 

質の高い特色ある研究を通じて，世界に通用する科学技術を創造し，もって地域に貢献

すると共に， 豊かな創造性，社会性及び人間性を備えた人材を養成することです。 

 

 

学部等名 福祉健康科学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.oita-u.ac.jp/tokuho/kyoikukenkyu_mokuteki.html#edu1） 

（概要） 

福祉と保健医療，心理を融合した新しい学問領域としての「福祉健康科学」を基盤とし

て，生活を包括的に支援する視点を持ち，要支援者の多様な生活課題に対応できる社会福

祉分野，リハビリテーション分野及び心理分野で働く実践者・臨床家の専門性を担保する

とともに，地域包括ケアシステムを具体化できる領域横断型の専門職のリーダーとなる「生

活支援の専門職者」を養成する。 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.oita-u.ac.jp/tokuho/kyoikujyoho.html） 

（概要） 

大学全体及び各学部の「卒業認定・学位授与の方針（DP：ディプロマ・ポリシー）」を

策定し，履修の手引き（履修案内），教務情報システム等で学生に周知するとともに，ホ

ームページで公表している。 

 大学全体の卒業認定・学位授与の方針は，以下のように定めている。 

大分大学では，教育の目標として「広い視野と深い教養を備え，豊かな人間性と高い

倫理観を有する人材」，「ゆるぎない基礎学力と高度の専門知識を修得し，創造性と応

用力に富んだ人材」，「高い学習意欲を持ち，たゆまぬ探究心と総合的な判断力を身に

つけ，広く世界で活躍できる人材」の育成を掲げています。この教育目標を踏まえ，本

学では学士課程を通じて以下の資質や能力を修得した学生に学位を授与します。 

１．専門的知識・技能の活用 (Application of Expert Knowledge and Skills) 

専門分野に関する基礎的な知識や技能を横断的・総合的に活用することができ

る。 

２．コミュニケーション能力 (Written and Oral Communication Skills) 

日本語や外国語を用いて，自らの意見を文章および口頭で論理的に表現できると

ともに，他者の意見を傾聴することによって，多様な人たちと円滑に相互理解を図

ることができる。 

３．創造的問題解決力 (Creative Problem Solving Skills) 

個人または他者との協働で，課題を発見し，批判的思考法を用いた創造的解決策

の提案，解決への取り組みを行うことができる。 

４．社会的責務と倫理 (Social Responsibility and Ethical Reasoning)  

社会のルールや規範に則り，自らの良心と良識に従って行動することができる｡ 

５．地域発展・人類福祉への貢献 (Contribution to Regional Development and Human 

Welfare) 



 

 

インクルーシブな視点を持ち，多様な文化・価値観を尊重しつつ，社会における

自己の責任と使命を認識して，地域の発展と人類福祉の向上のために行動すること

ができる。 

６．生涯学習力 (Lifelong Learning Skills) 

学ぶべき内容を自ら把握して目標を設定し，高い学習意欲と探究心を持って主体

的に学修することができる。 

  

卒業の認定は，「卒業認定・学位授与の方針」に基づき，各学部で定め事前に学生に提

示している「卒業に必要な最低修得単位」を修得しているか等を各学部教授会において確

認し，認定している。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：https://www.oita-u.ac.jp/tokuho/curriculumpolicy_fukusi.html） 

（概要） 

１．「教養教育科目」の履修を通じて，要支援者が生活する場面への理解を深め，その構

造を修得できる。情報リテラシーや，外国語の基礎を修得できる。 

２．「学部共通基礎科目」の履修を通じて，「生活の価値」の概念を修得できるとともに，

医療，リハビリテーション学，社会福祉学，心理学それぞれの分野における「支援」の

意味を修得できる。また，実学としての「福祉健康科学」の基礎を修得できる。 

３．「学部共通展開科目」の履修を通じて，生体分野，社会分野，心理分野のそれぞれの

分野の「知識と技法」についての相互理解を修得できる。 

４．「コース専門科目」の履修を通じて，それぞれの分野の専門職性を理解し，専門職者

としての「知識・技能・価値」を修得できる。 

５．「チュートリアル科目」の履修を通じて，それぞれの専門職性を理解した生活支援を

包括的に支援できる実践者としての資質を修得できる。 

６．「実習科目」の履修を通じて，生活を包括的に支援する実践力を修得できる。 

７．卒業研究を通じて，「実践を科学する」ことをめざした研究の基礎を修得できる。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.oita-u.ac.jp/000042028.pdf） 

（概要） 

 ＜基本理念＞ 

福祉と医療，心理を融合した新しい教育研究を通じ，リハビリテーション学，社会福祉

学，心理学の学 問領域に立ち，それぞれの学問領域における高度な専門的知識と技能のみ

ならず他領域における知識等を 体系的に修得することを通じて，「地域包括ケア」のリー

ダーとして活躍できる人材養成を行うことによって，より成熟した福祉社会の実現に寄与

することです。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.oita-u.ac.jp/category/soshiki_kyoiku.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 4 人 － 4 人 

教育学部 － 33 人 23 人 2 人 人 人 58 人 

経済学部  22 人 28 人 3 人 人 2 人 55 人 

医学部  55 人 36 人 11 人 83 人 1 人 186 人 

理工学部  41 人 40 人 7 人 22 人 1 人 111 人 

福祉健康科学部 － 11 人 10 人 8 人 4 人 人 33 人 

大学院  8 人 6 人 人 人 人 14 人 

附属病院  2 人 4 人 27 人 118 人 人 151 人 

その他  12 人 8 人 5 人 2 人 人 27 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 87 人 87 人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 

公表方法： 

http://oitauniv-soran.ad.oita-u.ac.jp/search/index.html 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

教育福祉科学

部 人 人 ％ － 人 15 人 ％ 人 人 

教育学部 135 人 146 人 108％ 540 人 578 人 107％ 人 人 

経済学部 290 人 301 人 103％ 1195 人 1294 人 108％ 10 人 10 人 

医学部 160 人 162 人 101％ 902 人 939 人 104％ 16 人 12 人 

工学部 人 人 ％ 380 人 478 人 125％ 人 人 

理工学部 385 人 409 人 106％ 1165 人 1210 人 103％ 10 人 6 人 

福祉健康科学

部 100 人 103 人 103％ 400 人 419 人 104％ 人 人 

合計 1070 人 1121 人 104％ 4582 人 4933 人 107％ 36 人 28 人 

（備考） 

 

 

 



 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

教育福祉科 
260 人 

（100％） 

18 人 

（6.9％） 

223 人 

（85.8％） 

19 人 

（7.3％） 

経済 
331 人 

（100％） 

1 人 

（0.3％） 

307 人 

（92.7％） 

23 人 

（7.0％） 

医 
169 人 

（100％） 

1 人 

（0.6％） 

157 人 

（92.9％） 

11 人 

（6.5％） 

 工 
363 人 

（100％） 

162 人 

（44.6％） 

189 人 

（52.1％） 

12 人 

（3.3％） 

合計 
1,123 人 

（100％） 

182 人 

（16.2％） 

876 人 

（78.0％） 

65 人 

（5.8％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

大学ポートレートとして，大学ＨＰで各学部・研究科ごとに公表している。 

 https://portraits.niad.ac.jp/univ/outline/0528/0528.html 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

大学全体及び各学部の「卒業認定・学位授与の方針（DP：ディプロマ・ポリシー）」を策定

し，履修の手引き（履修案内），教務情報システム等で学生に周知するとともに，ホームペー

ジで公表している。 

 大学全体の卒業認定・学位授与の方針は，以下のように定めている。 

大分大学では，教育の目標として「広い視野と深い教養を備え，豊かな人間性と高い倫理

観を有する人材」，「ゆるぎない基礎学力と高度の専門知識を修得し，創造性と応用力に富

んだ人材」，「高い学習意欲を持ち，たゆまぬ探究心と総合的な判断力を身につけ，広く世

界で活躍できる人材」の育成を掲げています。この教育目標を踏まえ，本学では学士課程を

通じて以下の資質や能力を修得した学生に学位を授与します。 



 

 

１．専門的知識・技能の活用 (Application of Expert Knowledge and Skills) 

専門分野に関する基礎的な知識や技能を横断的・総合的に活用することができる。 

２．コミュニケーション能力 (Written and Oral Communication Skills) 

日本語や外国語を用いて，自らの意見を文章および口頭で論理的に表現できるとと

もに，他者の意見を傾聴することによって，多様な人たちと円滑に相互理解を図るこ

とができる。 

３．創造的問題解決力 (Creative Problem Solving Skills) 

個人または他者との協働で，課題を発見し，批判的思考法を用いた創造的解決策の

提案，解決への取り組みを行うことができる。 

４．社会的責務と倫理 (Social Responsibility and Ethical Reasoning)  

社会のルールや規範に則り，自らの良心と良識に従って行動することができる｡ 

５．地域発展・人類福祉への貢献 (Contribution to Regional Development and Human 

Welfare) 

インクルーシブな視点を持ち，多様な文化・価値観を尊重しつつ，社会における自

己の責任と使命を認識して，地域の発展と人類福祉の向上のために行動することがで

きる。 

６．生涯学習力 (Lifelong Learning Skills) 

学ぶべき内容を自ら把握して目標を設定し，高い学習意欲と探究心を持って主体的

に学修することができる。 

 

卒業の認定は，「卒業認定・学位授与の方針」に基づき，各学部で定め事前に学生に提示し

ている「卒業に必要な最低修得単位」を修得しているか等を各学部教授会において確認し，認

定している。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

教育学部  124 単位 有・無 単位 

経済学部 

経済学科 124 単位 有・無 単位 

経営システム学科 124 単位 有・無 単位 

地域システム学科 124 単位 有・無 単位 

社会イノベーション

学科 
124 単位 有・無 単位 

医学部 
医学科 204 単位 有・無 単位 

看護学科 125 単位 有・無 単位 

理工学部 
創生工学科 ※128～132 単位 有・無 単位 

共創理工学科 ※124～128 単位 有・無 単位 

福祉健康科学部 福祉健康科学科 132 単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法：  

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

※卒業に必要となる単位数は，コースにより異なる。 

創生工学科：機械コース 132 単位，電気電子コース 130 単位，福祉メカトロニクスコース 128 単位， 

建築学コース 130.5 単位 

共創理工学科：数理科学コース 124 単位，知能情報システムコース 128 単位，自然科学コース 124 単 

位，応用化学コース 128 単位 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.oita-u.ac.jp/category/campusmap.html 

 



 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

教育学部  535,800 円 282,000 円 円  

経済学部 

経済学科 535,800 円 282,000 円 円  

経営システム

学科 535,800 円 282,000 円 円  

地域システム

学科 535,800 円 282,000 円 円  
社会イノベー

ション学科 535,800 円 282,000 円 円  

医学部 
医学科 535,800 円 282,000 円 円  

看護学科 535,800 円 282,000 円 円  

理工学部 

創生工学

科 
535,800 円 282,000 円 円  

共創理工

学科 
535,800 円 282,000 円 円  

福祉健康

科学部 

福祉健康

科学科 
535,800 円 282,000 円 円  

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

 本学における修学支援としては、入学から卒業までの日常の学生生活に関わることすべて

について、学生支援課を中心に、多面的かつきめ細やかに、学生からの相談対応と各種サポ

ートを行っています。大学全体で行っている取組みの一例として、次のような取組みがあり

ます。 

  

◆学生生活支援････大学生活での個別相談（キャンパスライフなんでも相談室、ぴあＲＯ

ＯＭ、保健管理センター）、健康管理（保健管理センター）、学生寮の運営、アルバイ

トやボランティア活動の紹介、各種クラブ・サークル活動への様々な支援、学生主体の

プロジェクト・学園祭のサポート ほか 

◆奨学関連支援････各種奨学金の紹介・申請手続、入学料・授業料免除および奨学融資等

の紹介・申請手続 ほか 

 

 また、学生が安全に学生生活を送るための支援として、近年、社会問題にもなっているブ

ラックバイトに関するガイダンスや、暑い夏に多発する熱中症に対処するための講演会等を

開催し、学生の自己管理能力や危機管理意識を高めています。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、学生の卒業後のキャリア形成と進路選択への支援として、全学教養科目と学部

での選択科目で構成されているキャリア教育科目と、多面的なキャリア支援プログラムを「2

本の柱」にして、入学時から卒業まで、横断的かつ多面的なキャリアサポートを展開してい

ます。 

特に，教養科目に位置づけられているキャリア教育科目では，総論（基礎）から各論（応

用）まで、さまざまな業界からの外部講師による講義や、少人数でのフィールドワーク，イ

ンターンシップでの実務体験などにより、「働くこと」や「仕事への意識づけ」をはじめ，

コミュニケーション力やプレゼンテーション力といった「社会人基礎力」を磨き，卒業後の

キャリア観の醸成や「人間力」の向上を目的とした科目を開設しています。 

  全学年対象のキャリア支援のプログラムでは、キャリアガイダンスを中心に、公務員ガイ

ダンス、インターンシップ、シゴト研究セミナー、個別企業説明会、キャリアサポーター



 

 

（OB･OG）との交流会をはじめ、保護者対象のキャリア懇談会や内定者による“キャリアカフ

ェ”、低学年を対象とした企業・業界体験など，入学後の早い段階から、「一歩，先行く」

きめ細やかなプログラムを企画・実施しています。 

これらキャリア教育科目や支援プログラムを体験することにより，学生が仕事や職場，社

会人を身近に感じ，将来の自分に相応しいキャリアステージを見つけると共に、社会で活躍

できるポテンシャルの高い人材の育成に，全学一体となって取り組んでいます。 

また、平成 19 年からは、卒業生のための就労支援事業として，「再チャレンジ室」を設

け，卒業生が気軽に、これからのキャリア形成や就職後の不安、再就職のことなどを相談で

き、相談者の目線に立ったアドバイスのできる環境が整っています。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

 ●心と身体の健康に関する支援 

 【保健管理センター】 

保健管理センターでは、学生及び教職員が充実した学生生活を送ることができるよう健

康に関する以下のサポートをしています。 

   

（旦野原キャンパス保健管理センター・挾間キャンパス挾間健康相談室） 

１．健康診断 

２．健康相談 

３．診察・応急措置および医療機関紹介 

４．カウンセリング 

５．予防接種 

６．健康に関する調査研究 

７．健康教育・啓発活動 

８．ハラスメント相談窓口 

９．産業保健活動 

●心の健康に係る支援 

【ぴあＲＯＯＭ】 

 ぴあＲＯＯＭでは、メンタル面での不安、勉学面での困難、学生生活上の迷いからの不

登校といった件に対する学生へのサポートや相談、保護者からの相談への対応など、様々

な学生への支援を実施しています。具体的には、キャンパスソーシャルワーカーを中心に

精神科医・臨床心理士が補完しあい、場合によってはキャンパスソーシャルワーカーが学

生たちの元に直接出向いて相談に取り組む等、これまでの「待つ」支援から「一歩踏み出

す」支援を行っており、それぞれが連携・協働して学生の心を支えています。 

 

【キャンパスライフなんでも相談】 

人間関係・勉学等、大学生活に関するあらゆる悩みや問題を気軽に相談できる窓口で

す。学外の専門家（キャンパスソーシャルワーカー：社会福祉士）が相談に応じ、相談者

名や相談内容等のプライバシーは厳守されます。なお、悩み等ではなく「キャンパスソー

シャルワーカー：社会福祉士」という仕事に興味がある方の来室も歓迎しています。 

 

【各学部学生相談】 

各学部の学務担当職員や指導教員、学生相談担当教員、教務員が勉学や大学生活に関す

る質問や悩み等に対応しています。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：大学ポートレートとして，大学ＨＰで公表している。 

https://portraits.niad.ac.jp/univ/outline/0528/0528.html 

 


